
（単位：円）

1,496,845,930 　流  動  負  債 869,337,589

現 金 及 び 預 金 493,668,493 買 掛 金 308,705,472

受 取 手 形 13,248,360 短 期 借 入 金 216,008,000

売 掛 金 782,766,268 未 払 金 325,531,608

商 品 17,193,473 未 払 法 人 税 等 432,500

材 料 210,600 前 受 金 9,685,798

仕 掛 品 71,314,341 預 り 金 8,974,211

前 払 費 用 6,470,610

繰 延 税 金 資 産 53,385,000

未 収 入 金 59,338,082

そ の 他 3,096,703

貸 倒 引 当 金 △ 3,846,000

  固  定  資  産 524,282,193   固 定 負 債 57,322,000

  　有 形 固 定 資 産 280,143,936 長 期 借 入 金 57,322,000

建 物 ・ 構 築 物 152,464,079 修 繕 引 当 金

機 械 装 置 22,248,093       長 期 借 入 金環 境 対 策 引 当 金

工 具 器 具 備 品 20,186,564

土 地 85,245,200

926,659,589

　  無 形 固 定 資 産 67,272,396

借 地 権 1,806,230

ソ フ ト ウ ェ ア 46,138,507  株 主 資 本 1,094,468,534

ソフトウェア仮勘定 19,210,659 資　本　金 60,000,000

諸 権 利 117,000 利 益 剰 余 金 1,034,468,534

利 益 準 備 金 15,000,000

    投資その他の資産 176,865,861 その他利益剰余金 1,019,468,534

投 資 有 価 証 券 15,000,000 別 途 積 立 金 964,000,000

関 係 会 社 株 式 10,000,000 繰越利益剰余金 55,468,534

繰 延 税 金 資 産 20,863,000

敷 金 50,992,860 　　　　　繰越利益剰余金

そ の 他 80,010,001

1,094,468,534

2,021,128,123 2,021,128,123

純　資　産  合  計

負債純資産合計

貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表貸 借 対 照 表
 （平成 ２９年３月３1日現在）
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1.重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①有価証券の評価基準及び評価方法

その他の有価証券

　時価のないもの 移動平均法による原価法

②たな卸資産の評価基準及び評価方法

下記の評価方法に基づく原価法

（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

　商品 個別法による原価法

　仕掛品 標準原価による個別法

　材料 個別法による原価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産　・・・・・　定額法

②無形固定資産　・・・・・　定額法

(3) 引当金の計上基準

①貸倒引当金

回収不能見込額を計上しています。

(4) 収益及び費用の計上基準

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準

見積りは、原価比例法によっています。

(5) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

①リース取引の処理方法

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

方法に準じた会計処理によっています。

②消費税等の会計処理

消費税および地方消費税の会計処理は税抜き方式によっています。

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については法人税法の規定による法定

繰入率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、

および工事契約については工事進行基準を適用し、その他の場合については工事完成基準を

・・・・当事業年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる受注制作のソフトウェア

借手側となる所有権移転外ファイナンス・リース取引につき、リース取引開始日が、企業会計基準

第１３号「リース取引に関す る会 計基 準」 の適 用初 年度 開始 前の リー ス取 引に つい ては 、通 常の

個  別  注  記  表個  別  注  記  表個  別  注  記  表個  別  注  記  表

定額法を採用しています。

ソフトウェアにつ いては、 社内 にお ける 見込 利用 可能 期間 （３ 年以 内） に基 づく

見込販売数量または見込販売収益に基づく償却方法を採用し、自社利用目的の

なお、市場販売目的のソフトウェアについては、見込有効期間（２年以内）における

（ 自　平成２８年４月 １日　　至　平成２９年３月３１日 )

また、平成20年4月1日以降取引開始のリースについては、少額のため通常の賃貸借取引に係わる

適用しております。なお、工事進行基準を適用する工事の当事業年度末における進捗度の
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